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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　熱伝導体として冷却面を形成する金属箔の裏側に水分拡散材として繊維層を積層させて
気化冷却面を形成し、この金属箔には繊維層への貫通スリットまたは小孔を設けたことを
特徴とする人体用放熱シート。
【請求項２】
　金属箔と繊維層の積層体は、波形に屈折させ、気化冷却面側の凹条を通気路とする請求
項１記載の人体用放熱シート。
【請求項３】
　波形の屈折は冷却面側の山部相互が近接する矩形波とし、この山部相互の薄溝を保水部
とする請求項２記載の人体用放熱シート。
【請求項４】
　気化冷却面側に網体または多孔質体による緩衝層を形成する請求項１ないし請求項３の
いずれかに記載の人体用放熱シート。

【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　この発明は、例えば、自動二輪車等のヘルメットに適用し、頭部の冷却に利用する、ま
たはスポーツ競技用スーツ等に適用し体の冷却に利用するなど、人体の冷却を行う人体用
放熱シートに関するものである。
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【背景技術】
【０００２】
　例えば、従来の夏季の太陽光によるヘルメットの高温化を防止するめのヘルメット用冷
却シートやカバーとしては下記特許文献のように高吸水性物質（吸水性樹脂）を使用する
ものが多い。
【０００３】
【特許文献１】特開平４－３０８２０９号公報
【特許文献２】特開平１１－３５０２２８号公報
【特許文献３】特開平１１－３５０２２９号公報
【０００４】
　高吸水性物質（吸水性樹脂）には、例えば澱粉－アクリロニトリルグラフト重合体の加
水分解物、セルロース－アクリロニトリルグラフト重合体の加水分解物等の単量体と架橋
剤との共重合体、例えば架橋ポリアクリルアミド及びその加水分解物、架橋されたスルホ
ン化ポリエチレン、架橋ポパール、架橋されたビニルエステル－不飽和カルボン酸共重合
体ケン化物、架橋されたポリアクリル酸塩及びアクリル酸－アクリル酸エステル共重合体
、架橋されたイソプチレン－無水マレイン酸共重合体、及び架橋ポリエチレンオキシド等
が挙げられる。
【０００５】
　前記特許文献１では、冷却シートは、通気性を有する不織布で形成され、外側に通気性
のないフィルムが被着され、ヘルメットの内側の湾曲に沿って、ヘルメットの内部に収納
される。冷却シートは多数の分包状に形成された袋部を有しており、この袋部に、吸水性
樹脂が封入されている。この冷却シートを使用する場合には、冷却シートを水に漬け、吸
水性樹脂に水分を吸収させた状態で、予め冷凍庫内で、冷却シート全体を冷凍しておく。
そして、ヘルメット内に冷却された冷却シートを収納した状態で、ヘルメットを頭部に装
着する。
【０００６】
　このような高吸水性物質を用いた冷却シートでは、放熱面積が少なく、また、熱伝導度
が少ないために冷却能力が低く、炎天下では用を成さない。
【０００７】
　使用に際して、あらかじめ水をかけておくか、或いは外出時に使用するときは水を持ち
運ぶ必要がある。事前に冷蔵庫等で冷却して保冷材とする場合は、そのための時間と設備
を必要とし、また熱を吸収すると徐々に温度が上昇して冷却能力が低下し、冷却の能力に
永続性がない。
【０００８】
　高吸水性物質を用いないものとしては、下記特許文献の冷却装置や冷却衣服がある。
【０００９】
【特許文献４】再公表特許公報　ＷＯ００／０６００６（冷却枕、冷却衣服および冷却ヘ
ルメット）
【００１０】
　これは、冷却装置としては、空気の通路となる空気流通路と、前記空気流通路の上に設
けられ、少なくとも前記流通路と接する側が湿った状態で水を保持する水保持部材と、を
有し、前記水保持部材に保持された水が前記空気流通路を流通する空気中へ気化する際に
吸収される気化熱によって、前記水保持部材の上に直接又は熱を伝達する部材を介して居
る人又は動物を冷却するものである。
【００１１】
　また、冷却衣服としては体に接する側の内布及び前記内布の外側にある外布によって、
両者の間に空気流通路を形成する衣服構成素材と、前記衣服構成素材の前記内布に水を供
給する給水手段と、前記空気流通路に空気を流通させるとともに流通後の空気を排出させ
る送風手段とを有し、前記空気流通路に空気を流通させることによって前記内布に供給さ
れた水を気化させ、その際に気化熱が奪われることを利用して着用者を冷却するものであ
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る。
【００１２】
　前記内布は、前記空気流通路に接する側が繊維状の素材からなり、その毛管現象によっ
て前記給水手段から供給された水を全体に浸透させるものであり、また、前記送風手段は
、前記空気流通路の端部に設けられた開口部から前記空気流通路内へ流入した空気を吸引
する方向に運転するものである。
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【００１３】
　前記特許文献４のものでは、気化を発生させるために水を充填するタンクが必要になり
、タンクに水を充填しなければならない手間がかかる。また、タンクの代わりにスポンジ
を用いるとしてもスポンジ一つ一つに水を含ませなければならない手間がかかるため煩わ
しい。
【００１４】
　また風を送るための送風ファンが必要になり、ファンを回すには電気を使うためそのた
めの部品や配線が必要となり装置が大掛かりなものになる。水を行き渡らせるためにポン
プを装着する場合もまた同様である。
【００１５】
　この発明の目的は前記従来例の不都合を解消し、高吸水性物質を用いることなく、また
、水タンクや送風装置などの大掛かりな設備を必要とせず、シート状の薄物の形態なので
人体への接触が容易であり、ヘルメットや衣服への設置等応用範囲が広く、簡単な構造で
効率よく放熱を行うことができる人体用放熱シートを提供することにある。
【課題を解決するための手段】
【００１６】
　前記目的を達成するため請求項１記載のこの発明は、熱伝導体として冷却面を形成する
金属箔の裏側に水分拡散材として繊維層を積層させて気化冷却面を形成し、この金属箔に
は繊維層への貫通スリットまたは小孔を設けたことを要旨とするものである。
【００１７】
　請求項１記載のこの発明によれば、気化熱と気化冷却面の最適含水量に着目したもので
ある。汗などにより冷却面から供給される水は貫通スリットまたは小孔を介して気化冷却
面である繊維層に達する。この貫通スリットまたは小孔は流量制限通路として少量ずつ一
定の量の水分を繊維層に送る。
【００１８】
　繊維層は水分拡散材として毛細管現象により水分を気化冷却面全面に伝える。気化冷却
面全面の全面に伝わった水は気化し気化熱により金属箔を冷却し、冷却面を冷却する。
【００１９】
　このように流量制限通路として貫通スリットまたは小孔により水分拡散材として繊維層
に供給される水の量は一定になるために、気化冷却面が水没することを防ぎ、気化実効面
積の減少もなく、また、気化熱により冷却された水が付近の水とともに排出されることも
なくなるため、有効に金属箔自体で冷却面を冷却することが可能となる。
【００２０】
　請求項２記載のこの発明は、金属箔と繊維層の積層体は、波形に屈折させ、気化冷却面
側の凹条を通気路とすることを要旨とするものである。
【００２１】
　請求項２記載のこの発明によれば、金属箔と繊維層の積層体は、波形に屈折させること
で、冷却面では山部のみが人の肌に触れ、気化冷却面では山部・谷部の凹凸のすべてがそ
の作用面となり、冷却面に対して広い気化冷却面を確保できる。
【００２２】
　請求項３記載のこの発明は、波形に屈折は冷却面側の山部相互が近接する矩形波とし、
この山部相互の薄溝を保水部とすることを要旨とするものである。
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【００２３】
　請求項３記載のこの発明によれば、前記請求項２記載の発明の作用に加えて、冷却面側
の山部相互が近接する矩形波とすることで、冷却面を平坦面に近いものとすることができ
る。しかも、山部相互間に形成される薄溝はこれは保水部として汗などにより冷却面から
供給される水を他に流すことなく貫通スリットまたは小孔に送ることができる。
【００２４】
　請求項４記載のこの発明は、気化冷却面側に網体または多孔質体による緩衝層を形成す
ることを要旨とするものである。
【００２５】
　請求項４記載のこの発明によれば、金属箔と繊維層の積層体自体が柔軟性を有して人の
肌への触れあいに適合するが、さらに、気化冷却面側に網体または多孔質体による緩衝層
を形成することにより、全体の強度を上げるとともに変形性に富むものとすることができ
る。特に、本体部は金属箔と繊維層の積層体は薄いものであり、これを波形に屈折させた
場合における強度の低下をこの緩衝層で補うことができる。また、緩衝層は網体または多
孔質体によるものとしたので、気化冷却面をこれで閉塞してしまうようなことはなく、繊
維層の水分拡散作用は阻害されない。
【発明の効果】
【００２６】
　以上述べたようにこの発明の人体用放熱シートは、高吸水性物質を用いることなく、ま
た、水タンクや送風装置などの大掛かりな設備を必要とせず、シート状の薄物の形態なの
で人体への接触が容易であり、ヘルメットや衣服への設置等応用範囲が広く、簡単な構造
で効率よく放熱を行うことができるものである。
【発明を実施するための最良の形態】
【００２７】
　以下、図面についてこの発明の実施の形態を詳細に説明する。図１はこの発明の人体用
放熱シートの第１実施形態を示す斜視図、図２は第２実施形態を示す斜視図で、図中１は
熱伝導体として表側は冷却面２を形成する金属箔としてのアルミ箔を示す。価格性、耐食
性その他から金属箔としては本実施形態のごとくアルミ箔が最適であるが、それ以外の金
属箔、例えば銅箔その他でも利用可能である。
【００２８】
　このアルミ箔１の裏側に水分拡散材として繊維層３を積層させて気化冷却面４を形成し
、この金属箔であるアルミ箔１には繊維層３への貫通スリット５または小孔を設けた。
【００２９】
　前記繊維層３としては織布、不織布等の布地６が好適であり、その材質は天然繊維また
は合成繊維を問わず、また、綿地や紙地なども利用可能である。
【００３０】
　前記貫通スリット５は図３にも示すように、アルミ箔１に布地６を裏打ちする前にこの
アルミ箔１にカッター等で適宜間隔で平行に複数を形成しておき、その後で布地６を貼り
付ければ、簡単に形成できる。
【００３１】
　この状態では図２に示すようなものであり、本発明の人体用放熱シートはこれで完成品
としてもよいが、前記アルミ箔１と布地６の積層体は、波形に屈折させ、この波形に屈折
させることで形成される気化冷却面４側の凹条７（波の谷部）を通気路とした。
【００３２】
　この波形の屈折は図４に示すように棒状の治具８を用いて九十九折りするようにすれば
よく、その際に波形を矩形のものとし、冷却面２側の山部２ａの相互が近接するようにし
、この山部２ａ相互間に形成される薄溝２ｂを保水部とするようにした。また、前記波形
に屈折する際に、波の山谷の長さ方向が貫通スリット５に交差（本実施形態では直交）す
るようにした。
【００３３】
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　このようにすると、冷却面２は山部２ａの平坦頂部が横並びに並ぶ平坦状のものとなる
。
【００３４】
　次に使用方法について説明する。冷却面２が人の肌に触れる面であるが、前記のごとく
冷却面２は山部２ａの平坦頂部が横並びに並ぶ平坦状のものであり、また、全体が波型と
いうことである程度の厚さと強度を有する。
【００３５】
　また、薄溝２ｂが適宜間隔で平行並びすることで蛇腹状の屈曲性を確保できる。なお、
貫通スリット５はその相互間隔が山部２ａの幅よりもかなり長いこと、および、薄溝２ｂ
とは異なり空間幅が全く無いことで、波の山谷は長さ方向に連続してこの貫通スリット５
が屈曲性を発揮することは無い。すなわち、貫通スリット５が開いてしまうことはない。
【００３６】
　冷却面２を人の肌に触れさせ、汗は薄溝２ｂを保水部に入り込み、ここに蓄えられ、さ
らに、貫通スリット５を介して気化冷却面４である繊維層３に達し、この繊維層３は水分
拡散材として毛細管現象により水分を気化冷却面４の全面に伝える。気化冷却面４の全面
に伝わった水は気化し気化熱によりアルミ箔１全体を冷却し、冷却面２を通して人は冷た
さを感じる。
【００３７】
　図６はこの発明の第３実施形態を示すもので、前記構成に加えて気化冷却面４側にある
程度の厚さを有する網体または多孔質体による緩衝層９を形成した。この緩衝層９を形成
する材料は合成樹脂や天然繊維等を問わないが、図６に示すように立体ハニカムまたは亀
の子形状のネットもその一例である。
【００３８】
　さらに、第４実施形態として、図７に示すように、上に通気性に富むカバー１０を被せ
てパット体として形成することもできる。このようにカバー１０で覆うことにより、触感
を柔らかくするとともに、直接肌にアルミ箔１が触れないようにして冷え過ぎを防止する
。
【００３９】
　この発明の人体用放熱シートはそれ自体単独でも、また、ヘルメットや衣服、帽子等に
人が着用するものに組み込んでも使用できる。すなわち、人の肌が触れる部分であれば、
利用分野を問わない。
【００４０】
　例えば、図８はヘルメットへの適用例であり額パッド（ａ）、頬パッド（ｂ）、後頭部
パッド（ｃ）として、またはそのいずれかに使用する。
【００４１】
　図９はレーシングスーツの内装に適用した場合であり、襟首部（ｄ）、脊椎パッド（ｅ
）、肩パッド（ｆ）、肘パッド（ｇ）、腰パッド（ｈ）として、またはそのいずれかに使
用する。
【図面の簡単な説明】
【００４２】
【図１】この発明の人体用放熱シートの第１実施形態を示す斜視図である。
【図２】この発明の人体用放熱シートの第２実施形態を示す斜視図である。
【図３】この発明の人体用放熱シートの製造過程で、第１工程を示す斜視図である。
【図４】この発明の人体用放熱シートの製造過程で、第２工程を示す斜視図である。
【図５】この発明の人体用放熱シートの製造過程で、完成工程を示す斜視図である。
【図６】この発明の人体用放熱シートの第３実施形態を示す縦断正面図である。
【図７】この発明の人体用放熱シートの第４実施形態を示す一部切り欠いた平面図である
。
【図８】ヘルメットへの適用例を示す説明図である。
【図９】レーシングスーツへの適用例を示す説明図である。
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【符号の説明】
【００４３】
　１…アルミ箔　　　　　　　　　　　　２…冷却面
　２ａ…山部　　　　　　　　　　　　　２ｂ…薄溝
　３…繊維層　　　　　　　　　　　　　４…気化冷却面
　５…貫通スリット　　　　　　　　　　６…布地
　７…凹条　　　　　　　　　　　　　　８…棒状の治具
　９…緩衝層　　　　　　　　　　　　　１０…カバー

【図１】 【図２】
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【図３】

【図４】

【図５】

【図６】

【図７】

【図８】 【図９】



(8) JP 4339071 B2 2009.10.7

10

フロントページの続き

(56)参考文献  実開昭６３－０２５０９６（ＪＰ，Ｕ）　　　
              特表２００４－５２７６６７（ＪＰ，Ａ）　　　

(58)調査した分野(Int.Cl.，ＤＢ名)
              Ｂ３２Ｂ　　１／００－４３／００
              Ａ４１Ｄ　１３／００－１３／１２、２０／００
              Ａ４２Ｂ　　３／００－　７／００　　　　
              　　　　
              　　　　


	biblio-graphic-data
	claims
	description
	drawings
	overflow

